
 

大阪市立大学 大学院課程の３ポリシー 

 

【学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）】 

大阪市立大学は、大学院課程の教育を通して、高度に専門性を深め、幅広い知識を備えて、それら

を融合しうる研究者や職業人など社会に貢献できる人間を育成します。  

 この目標を達成するために、所属研究科において定める専門分野に関する高度な知識・技能等を身

につけ、研究科の教育と研究の理念や目的に沿った研究指導を受け、所定の期間在学して所定の単位

を修得し、審査や試験に合格した学生に学位を授与します。 

 前期博士課程・修士課程では、各学問領域の研究成果の体系的な学習や自ら推進する研究活動等を

通して、専門分野に関する高度の知識・技能並びに当該専門分野に関連する分野の基礎的素養を身に

つけ、当該分野の発展に貢献し、他の領域にも応用展開できる力を身につけているかどうかが、課程

修了の基準となります。 

後期博士課程・博士課程では、新しい研究領域の開拓に取り組むなど世界に通用する自立した研

究者や、特に高度な知識・技術及び研究能力を有する専門家となるために必要な能力とその基盤とな

る学識を身につけているかどうかが、課程修了の基準となります。 

大学院専門職学位課程では、高度専門職業人として不可欠な知識と考え方や専門的能力を確実に

身につけ、良き専門職業人たり得る能力を備えることが、課程修了の基準となります。 

 

【教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）】 

大阪市立大学は、学位授与の方針に掲げる学修成果の達成のために、各研究科の専攻分野に関する

科目、研究科を超えて全学に提供する大学院共通教育科目、および主専攻とは別に準備する博士課程

教育リーディングプログラム科目からなる教育プログラムを体系的に編成するとともに、講義、演習、

実習等の多様な形態による授業を開講し、研究科の教育と研究の理念や目的に沿った研究指導を行い

ます。 

 大学院共通教育科目は、大学院課程を通して教育・研究目的の達成に必要な、専門性を越えた普遍

的で公正な視点で研究する姿勢を身につけることを目的として設置します。 

 

【入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）】 

大阪市立大学は、大学院課程の教育を通して、ディプロマ・ポリシーに掲げた学修成果を修める学

生を育成して教育目標を達成するために、学部あるいは大学院の教育課程等における学修を通して培

った確かな基礎学力と専門分野における十分な知識を有し、および人間性豊かで、科学や都市の産業・

文化・生活・環境の発展に寄与しようとする志を持つ、向学心旺盛で優れた資質を有する学生を、広

く国内外から受け入れます。 

このような学生を適正に選抜するために、研究科・専攻等の募集単位ごとに、多様な選抜方法を実

施します。 


